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九州電力株式会社　熊本支店
支店長 永原　聖也
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　少子高齢化や人口減少が進む中、多様な人材の活躍は、企業が成長し続けてい
くための重要な要素です。また、取り巻く環境が変化する中で持続的に成長して
いくためには、従業員一人ひとりの力をこれまで以上に活かしていく必要があり
ます。このような考えのもと、九電グループでは、ダイバーシティ・エクイティ
＆インクルージョン（ＤＥ＆Ｉ）を重視した職場風土づくりを行っています。

　ＤＥ＆Ｉとは、それぞれの人材の能力や特性を活かせる環境を整え、互いの違
いを尊重する風土を醸成することで、すべての人材が生き生きと活躍できる組織
を目指すという考え方です。弊社ではその一環として、2023年10月に「ＱＸ※プロ
ジェクト」を立ち上げました。ＱＸは、従業員の「こうしたい」という思いを起
点に、各人が熱意を持って自律的に行動し、共創しながら、それを組織の力とす
る取組みです。我々、熊本支店においても、従業員の思いや能力を最大限に引き
出すための環境づくりに力を注いでいます。

　熊本支店における取組みを挙げますと、仕事と生活を両立しやすい職場環境を
作ることを目的に、昨年、熊本県の制度を活用して「よかボス」企業へ登録し、
管理職を対象とした研修や「よかボス」宣言を行いました。この宣言の中で私も、
「女性・男性の育児休業取得」、「テレワークやフレックスを活用した柔軟な働き
方」「積極的な休暇取得」の推進を約束し、そして、率先垂範して「仕事と生活
の充実を図ること」を掲げました。従業員の思いを実現するためには、支店一体
となって取り組むことや、上司や同僚が支援することを支店長である私がコミッ
トし、メッセージとして発信し続けることが重要だと考えています。
　制度の面でも、孫の育児に参加するための「孫育」休暇や、職場全体で育児を
支え合う風土を醸成するため、育児休職者が所属する職場の従業員への「育児サ
ポート応援金」の支給など、ＤＥ＆Ｉの実現を目指して数々の取組みが形になっ
ており、従業員が活用しています。

　また、企業の持続的な成長に向けては、中長期的な施策も欠かせません。弊社
では、技術系女性の採用のための取組みを積極的に進めています。
　その一つである、女子中高生向け「リケジョ育成プロジェクト」では、理工系
進路を選択する女性を増やすために、弊社事業の魅力、技術者としての活躍可能
性を伝える従業員との交流会や施設見学会を展開しています。
　熊本支店においても、先日、熊本大学の理系進路選択支援プログラム「はばた
け！熊本サイエンスガールズ」への参画を発表しました。今後、女子中高生や保
護者向けに理系ロールモデルの講演会や施設見学・実習体験を実施し、魅力をお
伝えしていきます。理工系に進学する女性を増やすことは社会課題にもなってお
り、本取組みが課題解決の一助になることを期待しています。

　これからも弊社は、一人ひとりの強みや個性・能力を最大限に発揮し、企業価
値の向上を図っていくとともに、多様な人材が働きやすく、成長・働きがいを感
じながら働くことにより、「九州から未来を創る九電グループ」の実現を目指し
てまいります。

※ＱＸ：九電トランスフォーメーション
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